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ABSTRACT   

ThecomputerizationoftheChineselibrariesconsistsoftwosteps，infbrma．tionmanagementandinfbrma－  

tionretrievalbyuslngCOmputerS．Thefbrmerincludesordering，reCelVlng，Catalogulngandcirculationof  

thedocuments，andthelatterprovidesinformationretrievalcapabiliticstousersbyuslngSelf－developed  

databa5eS，On－1inedatabases，OrCD－ROM．Inthenineties，alongwitheconomicdevelopment，Chinahas  

maderapidstridesinthedevelopmen七oflibararycomputerization．Thelastl，2yearsChineselibraries  

haveaccomplishedinterconnectingsystems．SomelibrarieshavebecomethenodeoftheInternet．This  

papersurveysthecurrentstatusandprogressofcomputerizationandnetworkinginChineselibrariesby  

PreSentingsometypicalsystems（suchas：theDocumentandInfbrmationCenteroftheChineseAcan－  
damyofSciences，theNationalLibraryofChinaandtheuniversitylibrariesin PekingandShanghai  

etc・）・Thispaperalsodescribestheprospectsofcomputerizedlibrariesandnetworking．Finaly，WeWill  

proposesomeelementsrelatedtothedevelopmentofChineselibraries．  
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概要  

中国の図書館のコンピュータ化の主な側面は情報管理の自動化と情報検索のコンピュータ化である。前  

者はコンピュータで文献の発注、受け入れ、目録の作成、貸出を管理する。後者は独自で構築したデータ  

ベース、国内外のオンラインデータベース、あるいはCD－ROMを用いて検索サービスを行なっている。9  

0年代以降、中国の目覚ましい経済の発展に伴って図書館のコンピュータ化は急速に発展している。特に、  

この1、2年の間に、経済の発達地区では図書館間のネットワークを実現した。また、いくつかの図書館  

はInternetによる外部への接続も開始した。本論文では、幾つかの典型的なシステム（例えば：中国科学  

院文献センター、中国の国家図書館：北京図書館、上海や北京等における大学図書館等）を紹介すること  

によって、中国の図書館のコンピュータ化とネットワークの現状を述べた。最後、本稿では、将来、中国  

の図書館を発展をさせるための要素を提案する。  

キーワード  

図書館コンピュータ化，ネットワークシステム，インターネット，中国  

＊中国政府派遣外国人研究員として、1995年10月5日から派遣されて図書館情報大学に滞在中。  
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1 始めに  

新中国（1949年以降、解放後の中国）における図書館が設立されて以来、今まで創業、調整、動乱、  

振興、改革という諸段階を経てきたが、1980年代初頭より、図書館のコンピュータ化が始まり、中国  

の目覚ましく急速な経済の発展に伴って、特に、1990年に入って急速に図書館のコンピュータ化が実  

現している。その主な理由は各部署が図書館のコンピュータ化の重要性を十分認識し、投資を増やしつつ  

あることである。今日、100％に近い大学図書館と科学図書館及び一部分の公共図書館にはコンピュー  

タが導入され、コンピュータ専門の館員もいる。彼らの責務は図書館システムの設計と開発である。   

中国の図書館コンピュータ化の発展はソフトウェア“ブーム”、システム“ブーム”、ネットワーク“ブー  

ム”の三段階を経てきた。そこで、本論文では、2節で、中国における図書館のコンピュータ化の現状を、  

3節で、中国のネットワークの現状を述べる。最後の4節で、今後の展望と発展、それに必要な五つの要  

素を提案する。  

2 中国における図書館のコンピュータ化の現状  

中国の図書館の種類は附属する機関によって分けられる。主な種類は大学図書館、科学図書館、公共図  

書館である。これらの図書館はそれぞれ大学、科学技術院、国・省・市・県各部署の行政部門に属する。中  

国の図書館の組織は種類に依らずほぼ同じである。主な業務部門は文献の発注と受け入れ、目録作成、貸  

出、閲覧、レファレンス、及び、コンピュータ化に伴って生じたシステム開発等である。   

中国の図書館のシステムは開発あるいは導入の経緯によって少しずつ異なる為、その数は数えられない  

程多く、またこれらのシステムが権威によって鑑定されて、高い評価を得ている。（中国の体制は研究成果  

の公開前に必ず権威による評価を済ませる必要がある。）しかし、中国の図書館のコンピュータ化の発展  

には部門と地方によって不均衡がある。大学、都市部の大規模図書館では、日本の中小の図書館よりコン  

ピュータ化が進んでいる所がある一方で、辺地ではコンピュータ化が行われていない図書館が多く存在し  

ている。   

本論文では、科学図書館、公共図書館、大学図書館の三種類の図書館について典型的な例を以下に挙げ  

てコンピュータ化の現状を紹介する。  

2．1 科学院図書館［1］  

中国科学院文献情報センター（TheDocumentandInformationCentreofTheChineseAcanda・myOf  

Sciense，DICCAS）は中国最大の総合的な科学技術図書館及び自然科学情報センターとなっているo19  

80年初頭より図書館のコンピュータ化が始まり、それ以来数年間に目録作業、検索、標準化、統計管理、  

外来データの自動化処理等の多方面にわたり成果をあげてきた。現在のユーザーサービスには、次のよう  

なものがある。   

・オンライン情報検索   

DICCASは国外のSTN、DIALOG、DA弘一STAR等国際的なオンライン検索システム及び国内の中  

国科学院技術研究所と化学工業部（日本の省に当たる）技術研究所のシステムとも接続しており、ユーザ柵  

の迅速、便利なオンライン及びCD－ROM情報検索サービスを捷僕している。  

・新規オリジナル成果のチェックに関するサービス   

当センターは、国家一級の科学技術成果のチェックと問い合わせ機関であり、科学院内外の利用者のた  

めにテーマの設定、成果の申請、鑑定等の全面的かつ系統的な文献検索サービスを行うことが可能である。  
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・情報調査研究の関するサービス   

中国科学院と国家関係機関に企画の設定、政策の決定と確立及び科学情報の研究に資料を提供するだけ  

ではなく、中国科学院及び各研究所に対し、担当する重要科学研究プロジェクトの関する情報と調査、研  

究報告を提倹している。  

・情報問い合わせに関するサービス   

科学技術情報の問い合わせとその応用、仲介と譲渡等の科学技術研究成果の転用を行なっている。  

・文献データベースのサービス   

本センターによって構築された科学文献データベースは、広範な利用者に国内の科学技術文献の検索及  

びその計量分析サービスを提供することが可能である。  

2．2 公共図書館［2］  

経済発達する大都市に図書館システムが集まっている。   

北京図書館は中国の国家図書館である。図書館のシステムは図書館独自によって開発されたものである。  

1991年11月から、発注、受け入れ、貸出、返却などに利用している。現在図書館ではMARCはLC  

MARC、Japan MARC、J－BISCを利用している。また、書誌情報ユーティリティとして、OCLCを利  

用し、図書館専任職貞によって目録作成を行っている。さらに、それらのMARCを利用して、図書の選  

択、貸出・閲覧に役立てている。雑誌では、目録作成のみにコンピュータを利用している。   

広東省中山図書館はIBMAS／400を使用して広東省図書館のシステムを開発して、1991年から全面  

的に利用している。   

シンセン（中国の経済特別地区）図書館はMicrocomputerMulti－uSerシステムを開発した。これは16  

0余りの図書館でも使用されている。   

2．3 大学図書館［2】   

1988年から始まって今まで、大部分の大学はコンピュータ化された。   

北京大学図書館はDECVAXll／750機を利用して1991年にPULROSと言うシステムを開発して、  

図書館の各部門で応用している。このシステムはレコードの数が10万以上ある。VAXを用いているたく  

さんの図書館もこのシステムを導入している。   

清華大学図書館は富士通の図書館システムを導入して稼動している。同時に、独自でNOVEuLネット  

ワークの検索システムを開発して、全校のユーザにサービスを提供している。   

北京師範大学図書館の学内の利用機種は「SUN4／330」、「SUN4／75」、端末機「DECPC」、「IBMPC」  

を導入している。利用ソフトウェアは図書館独自で開発したLiBridgeである。コンピュータ利用の開始は  

次のようになっている。1992年に目録、1993年図書の貸出∵返却、1994年予算管理、図書の  

選書、発注、目録検索を導入している。雑誌については、1995年に予算管理、選書、発注、1996  

年に日録を導入している。   

上海の復旦大学では、図書館の専用機はFujitsu－K670Si／20である。コンピュータの利用開始は、図書  

については、1993年に目録と貸出・返却、1996年には予算管理、発注、受入、目録検索と言うよ  

うになっているo同館では書誌レコード作成にあたって、LCMARCとCN（中国）MARCを利用してい  

る。また、「DIALOG」も使っている。  
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上海交通大学は80年代末HP／300を利用して、図書館管理システムを開発して今も絶えず発展して  

いる。   

シンセン大学のMicrocomputerLANLibraryシステムも次々バージョンアップして洗練されたシステ  

ムの一つになって、100以上もの図書館で利用されている。  

3 中国のネットワークの現状［2］［3］［4］  

ネットワーク化は図書館のコンピュータ化の最後の目標である。ネットワークと言えば、経済の発展の  

地区、例えば：北京、上海、広州等ではネットワークは盛んである。1986年にインターネットに接続  

し、国外へのE－mailを始めた。そして、1994年4月から中国はインターネットへの接続数が急速に増  

加し、2年半で60倍になった［5］（T乱blelを参照）。情報時代と言われる今日では、これから、どんど  

ん増えて行くだろう。  

Tablel．Nu皿bers ofト‡osts on Netin China   

Year．Month  94．7   95．ユ   95．7   96．1   96．7   97．1  
恥sts ollNet  325  Ci6c3 1023   21．46  ユ．J．282 19739  

H（）StS On Net．  

20（）（）O  
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14（）口0  

12000  
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8000  
6000  
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0  

94．7  95．1 95．7  96．1 96．7  97．l  

3．1 通信の基盤  

中国電話の加入数は世界の第三番目である［2］。そして、89年からはデータ通信のための基盤を拡充  

している。  

1）中国公用ネットワーク   

郵電部（日本の郵政省に当たる）は92年に「中国公用分組交換データ網」：CHINAPAC（ChinaPublic  

PacketSwitchedDataNetwork）と「中国数字データ骨幹網」：CHINADDN（ChinaDigitalDataNetwork）  

を作り始めた。そしてそれぞれが1993年9月と1994年10月22日から利用できるようになった。  

CHINAPACは中国の700余りの都市をカバーしてアメリカ、イギリス、カナダ、フランス、日本等23国  
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の45儀のネットワークと接続しているげabie2参照）。回線速度は最高256Kbpse一方、CH脚ADDN  

ほ中国の100％に近い郡市と一部分の県（日本の町に当たる）をカバーして、アメリカ、日本、香港等  

に接続している。回線速度は敢高2良質bps。  

2ラ全国の教育と科学研究の為のネットワーク  

i989年から開始きれた「中国教育と科研計算機網」（CERNET：ChinaEducationandResearch  

Ne紬ork［6コき藍Fig．1を参照）は中国教育委員会と計画委員会が実施している。1994年～1996年  

の間10カ所程度の一流の大学だけが接続した（Fig．2CERNETBackbone［7］を参照）。このネット  

ワークのセンターは清華大学である。   

CERNETの管理者の予測［8〕によれぼ、全国1075大学の中で、96、97年に100ケ所程度  

の大学がCERNETに接続し、その後の5年間の内に残りの大学が接続し、全高校39，412校と全小  

学校ユ6¢，000校も接続すれば、将来CE毘NETは世界一の教育・科学研究ネットワークとなる。  

3’）地域ネットワーク   

北京地区の「中国教育科研（科学研究の省略）示範（模範を示す）モデル網」：NCFC（theNational  

Compu兢ngand随cilitiesofCbina）［6〕は国家計画委員会によって世界銀行の援助を受けて作られて19  

93年12月から利用されている。1994年4月にインターネットに接続した。このネットワークの目標  

ほ「地区案用化、国内示範、国際聯網」である。北京に中国科学院の30余りの研究所のLAN（CASnet－the  

ChimeseAcademyofScineces）と北京大学LAN（PUne－PekingUniversもy）、清華大学LAN（TUnet－Tsinghua  

Umiv即Siもy）と接続している。回線速度は10Mbpsっ次のプロジェクトほ100Mbpsに高めることであ  

る［9コ。   

郵電省ほ中国公用Int餌neもーCbimanetによって‡nternetとつなぐサービスを提供している。つなぐ方法  

がいろいろあり、例えばC椚NAPAC、CHINADDN（Fig・3利用者CHINAPAC接続概念図［3］とFig．  

4利用者CH‡NADDN使用業務図［4］を参照）等によってである。基本的なサービスはe－mail，telnet，  

軸，即pber等である。   

3．2 図書館ネットワークの現状  

NC甘Cを通じて中国科学院文献中心（センター〉、北京大学図書館、清華大学図書館が互いに接続して  

いる。今ciiemも卸町verモデルを利用して三カ所のOPACを検索でき、相互貸借もできる。   

中国勢学院123分院によるネットワーク：このネットワークはいわゆるCASnetを広げたものである。  

ニれを利用して科学研究の情報を検索できる。   

広東地区公共回番館ネットワーク：広東中山囲番館を核としてC王‡ⅠⅣAPACと電話網を通じて各図書館  

ほ接続Lている。   

なお、北京大学図番館、清華女学園藩館、国家図番館、上海における大学図書館などはInternetに接続  

して、国際ネットワークのノードになった。国家情報センター元副主任W頑apeiは［10］20世紀末、  

中国のノードの数は少なくとも何十万に達して、ユーザは100万以上まで増えて行くことを推測した。   

4 図書館の発展の展望   

以上の通り、中国は囲審館コンピュータ化とネットワーク分野においてはまだ、開発途上であると言え  

るこしかし現在、世界的なネットワークの離すりは勢いを増しつつある㌘そこで中国においても次期5年  

計画姜ヱ996－2000勘では、国をあぼて情報化に馴H組むことを表明した［10］。なお、中国の  
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5年計画は政府が政策の方針を述べるものであって、具体的なプロジェクトは各部署によって定まられる  

のが習慣である。   

世界規模の情報ネットワークが普及する今日にあって中国がこの取り組みを実現するためには下の要因  

が係わってくると我々は考える。  

（1）中国の図書館コンピュータ化研究に対する姿勢から見て諸機関は情報政策で孤立化を避け、必ず、  

全国的な発展計画が定めたように、統一管理、協力すること。  

（2）データベースを構築するために、システムの標準化と藻字処理の技術問題を解決し、全国的ネッ  

トワークを実現すること。  

（3）全世界でのシステム開発における先駆的な成果を踏まえるとともに中国におけるこれまでの知識、  

経験を生かし、汎用性の高いソフトウェアを開発し、中国で収集、生産、蓄積された学術的、価値の高い  

文献を電子化し、データベース化し、国内の研究者への情報提供は勿論インターネットを介して全世界に  

向け情報発信すること。   

（4）図書館機関の基盤整備に投資を増やすこと。   

（5）館員の知識を更新すること。  

5 おわりに  

世界的にインターネットが普及する今にあって、中国の図書館の関係者がこの状況を好機ととらえてさ  

らに中国の図書館コンピュータ化とネットワークを発展させて行くべきである。  
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rrable望 CHINAPAC接続先  

NAME   NI∋TCALLSIGN  NETWORKNAME   
American  

（directly）   3104   MCI   

（undire（：tly）   3110   TelenetDataNetwo止  

310ri   TymneL  

3136   Gei6eODa也Network  

3132   CompⅥ加rNetwo止  

3137   Compu康一Scien亡e8CorporationIn払net   

Engl乱nd   2341  

2342  

2843  

2B50  

2351  
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